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本
書
は
ケ
-
ソ
ジ
ア
ン
･
モ
デ
ル
に
於
け
る
重
要
公
式
で
あ
る
消
費
函
数
を
批
判
し
､
ケ
I
y
ズ
･
モ
デ
ル
を
更
に
現
実
に
接
近
さ
せ
る
新
ら
し
い
仮
設
の
上
に
再
構
成
し
た
も
の
で
消
費
理
論
上
劃
期
的
意
義
を
有
す
る
｡
現
在
迄
試
み
ら
れ
た
消
費
函
数
の
体
系
は
次
の
三
つ
の
種
類
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
｡
〔
A
〕田
所
分
所
得
を
唯
l
の
独
立
変
数
と
し
消
費
を
従
属
変
数
と
す
る
も
の
で
あ
り
､
之
に
は
次
の
学
者
の
研
究
が
含
ま
れ
る
｡
l
･
モ
ザ
ッ
ク
は
之
等
の
変
畳
に
何
等
デ
フ
レ
ー
ク
を
用
い
る
事
な
し
に
相
関
を
求
め
て
い
る
｡
1
･
M
ケ
-
ソ
ズ
は
消
費
函
数
を
価
拓
リ
ヤ
ル
水
準
の
変
動
に
よ
る
デ
フ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
｢実
質
｣
を
取
扱
う
｡
更
に
P
･
A
サ
,､
ユ
エ
ル
ス
ソ
は
価
柘
水
準
の
変
化
と
同
様
に
人
口
変
化
を
デ
フ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
団
い
る
｡
〔
B
J
葬
二
の
群
に
属
す
る
も
の
は
r
消
費
に
関
連
す
る
二
つ
の
独
立
変
数
に
基
づ
く
函
数
を
用
い
る
も
の
が
含
ま
れ
る
｡
即
ち
､
独
立
変
数
と
し
て
消
費
者
価
格
指
数
並
び
に
経
国
民
生
産
物
を
用
い
た
リ
ユ
-
及
シ
ャ
ン
､
或
い
は
実
質
可
処
分
所
得
と
独
立
変
数
と
し
て
の
人
口
を
用
い
た
Ⅴ
･
L
･
バ
シ
ー
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
ジ
ュ
ー
セ
ソ
ベ
リ
ー
は
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
-
と
共
に
こ
の
分
類
に
依
れ
ば
〔
C
U群
と
し
て
新
ら
し
い
函
数
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
｡
今
､
本
書
に
従
っ
て
そ
の
大
要
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
｡
ケ
I
y
ズ
の
消
費
函
数
は
二
つ
の
基
木
的
仮
定
に
基
づ
い
て
い
る
｡
こ
の
仮
設
は
り個
人
の
消
費
行
為
は
各
地
の
個
人
の
消
費
行
為
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
O
物消
費
函
数
は
時
間
的
に
可
逆
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
と
の
仮
設
が
果
し
て
実
際
の
デ
ー
タ
に
合
致
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
特
に
投
資
と
貯
蓄
の
関
係
よ
り
検
証
を
行
う
の
で
あ
る
｡
デ
ュ
ー
セ
ソ
ペ
リ
ー
は
次
の
三
つ
の
デ
ー
タ
を
資
料
と
す
る
o
Sク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
l
八
六
九
年
-
1
九
二
九
年
の
総
貯
蓄
と
総
所
得
､
物1
九
三
五
-- 160--
年
―
三
六
年
及
四
一
一
四
二
年
の
家
計
調
査
、
圓
商
務
省
の
一
九
二
元
年
以
降
の
総
貯
蓄
と
所
得
の
年
度
別
資
料
が
之
で
あ
る
。
こ
の
三
衣
の
分
析
よ
り
、
家
計
調
査
の
水
平
的
分
析
と
垂
直
的
分
析
の
喰
違
い
を
発
見
し
、
こ
の
原
因
は
前
者
に
て
は
貯
蓄
率
が
所
得
の
増
加
函
数
な
る
に
拘
ら
ず
後
者
は
景
気
循
環
の
各
段
階
に
於
け
る
短
期
的
変
動
が
認
め
ら
れ
る
一
方
長
期
ト
レ
ン
ド
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
原
因
を
究
明
し
て
ゆ
け
ば
ケ
ー
ン
ズ
・
モ
デ
ル
の
基
本
的
仮
設
が
検
証
に
耐
え
得
な
い
結
論
を
導
び
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
、
田
消
費
行
動
は
各
々
独
立
た
り
得
ず
悶
時
間
的
に
不
可
逆
的
な
こ
と
を
考
察
し
、
こ
の
仮
設
に
依
り
水
平
面
分
析
と
垂
直
面
分
析
が
矛
盾
な
く
、
経
済
的
に
微
視
的
消
費
函
数
と
巨
視
的
消
費
函
数
が
矛
盾
な
く
対
応
す
る
事
が
出
来
る
と
す
る
。
　
斯
く
て
消
費
行
動
の
新
ら
し
い
仮
設
に
再
編
成
を
試
み
る
が
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
消
費
の
社
会
的
性
質
（
二
八
頁
｜
三
二
頁
）
及
び
貯
蓄
率
に
関
す
る
仮
設
の
設
定
（
四
四
頁
－
四
五
頁
）
で
あ
る
。
消
費
の
社
会
的
性
質
に
つ
い
て
は
消
費
選
択
を
取
り
上
げ
、
消
費
型
態
に
於
け
る
同
一
特
定
財
の
量
の
変
化
が
選
択
を
き
め
る
の
で
な
く
質
の
変
化
が
定
め
る
と
し
た
。
更
に
高
消
費
水
準
へ
の
圧
力
の
源
泉
と
し
て
の
消
費
の
社
命
性
を
説
き
、
そ
の
結
果
消
費
者
が
よ
り
多
く
支
出
し
よ
う
と
す
る
動
機
の
強
さ
は
そ
の
支
出
と
他
の
消
費
者
の
支
出
と
の
比
率
に
依
存
す
る
と
し
、
Ｕ
ｉ
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＾
る
モ
デ
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を
導
出
し
た
。
〔
Ｇ
は
ｉ
な
る
個
人
の
消
費
支
出
、
そ
の
効
用
指
数
を
Ｕ
、
ｑ
は
ー
な
る
個
人
の
消
費
支
出
禰
の
ｉ
な
る
個
人
が
ー
の
支
出
に
つ
け
る
ウ
エ
イ
ト
〕
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
最
近
次
の
研
究
発
表
が
見
ら
れ
る
。
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１
９
５
２
３
　
扨
デ
ュ
ー
セ
ン
ベ
リ
ー
は
従
来
の
消
費
選
択
の
一
般
理
論
を
次
の
如
く
要
約
す
る
（
三
三
頁
）
即
ち
、
田
消
費
者
の
効
用
指
標
は
種
々
の
時
点
に
於
け
る
そ
の
消
費
と
資
産
保
有
の
函
数
で
あ
る
。
悶
撰
択
を
決
意
す
る
時
点
に
お
い
て
、
消
費
者
は
一
定
の
経
常
所
得
と
資
産
を
有
す
る
。
開
決
意
時
点
に
お
い
て
将
来
の
無
利
子
所
得
に
対
し
て
一
定
の
予
想
を
有
す
る
。
困
一
定
の
現
行
利
子
率
と
将
来
の
利
子
に
つ
い
て
の
一
定
の
予
想
と
相
対
し
て
い
る
。
㈲
消
費
者
は
上
記
悶
開
国
の
条
件
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
最
高
無
差
別
曲
面
上
に
位
置
す
る
様
に
行
動
す
る
。
　
こ
の
一
般
理
論
に
Ｕ
の
モ
デ
ル
が
如
何
に
影
響
す
る
か
を
検
証
し
た
　
後
次
の
結
論
を
導
出
し
た
。
即
ち
山
総
貯
蓄
車
は
総
所
得
の
絶
対
水
-161－一一
　
　
　
　
デ
ュ
ー
セ
ン
べ
り
１
「
所
得
、
貯
蓄
及
消
費
者
行
動
の
理
論
」
準
か
ら
独
立
で
あ
る
こ
と
（
三
七
頁
）
　
悶
総
貯
蓄
率
は
㈲
利
子
率
、
㈲
現
在
所
得
と
予
想
将
来
所
得
の
関
係
、
回
所
得
分
布
、
同
人
口
の
年
令
構
成
、
㈲
所
得
増
加
率
に
依
存
す
る
（
三
七
頁
―
四
五
頁
）
　
圓
選
好
函
数
の
不
連
続
性
の
た
め
、
総
貯
蓄
は
利
子
率
、
予
想
、
並
び
に
避
好
で
フ
メ
ー
タ
ー
の
変
化
に
非
感
応
的
で
あ
る
（
三
九
頁
Ｉ
同
一
頁
）
困
他
の
事
情
等
し
け
れ
ば
、
個
人
の
貯
蓄
性
向
は
彼
の
所
得
分
布
上
の
相
対
的
位
置
の
増
加
函
数
で
あ
る
。
こ
の
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
所
得
分
布
の
形
の
変
化
と
共
に
変
化
す
る
。
以
上
の
五
点
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
セ
ン
べ
リ
ー
は
更
に
前
述
の
貯
蓄
率
に
関
す
る
仮
設
の
有
意
性
の
検
証
を
経
験
的
事
実
よ
り
、
例
え
ば
希
望
所
得
額
と
社
会
的
地
位
、
黒
人
と
白
人
の
貯
蓄
比
較
、
都
市
別
貯
蓄
率
、
貯
蓄
率
の
長
期
趨
勢
な
ど
を
タ
ズ
ネ
ツ
ツ
の
デ
ー
タ
、
そ
の
他
の
資
料
で
検
討
し
自
己
の
仮
設
の
確
認
を
試
み
て
い
る
（
四
七
頁
－
六
八
頁
）
　
デ
ュ
ー
セ
ン
ベ
リ
ー
の
最
後
の
展
開
は
消
費
選
択
が
相
互
依
存
で
あ
る
前
提
の
一
層
詳
細
な
説
明
に
依
り
為
さ
れ
、
特
に
二
つ
の
問
題
を
取
上
げ
る
。
そ
の
一
は
厚
生
経
済
に
於
け
る
も
の
で
あ
り
、
独
立
せ
る
選
択
の
仮
設
の
上
で
所
得
税
は
厚
生
函
数
の
条
件
付
極
大
値
と
関
連
し
な
い
点
を
の
べ
る
。
之
は
所
得
税
が
奢
侈
と
所
得
の
間
の
選
択
を
無
視
す
る
か
ら
で
あ
わ
、
若
し
選
択
が
従
属
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
所
得
税
は
一
定
で
あ
り
而
も
厚
生
極
大
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
は
相
互
依
存
ｏ
仮
設
は
新
ら
し
い
財
の
需
要
の
問
題
に
用
い
ら
れ
る
。
普
通
、
需
要
理
論
は
新
生
産
物
へ
の
需
要
の
漸
次
の
増
加
の
適
当
な
説
明
を
与
え
な
い
が
然
し
若
し
吾
々
が
あ
る
生
産
物
へ
の
選
択
が
過
去
の
貯
蓄
率
に
依
存
す
る
と
考
え
る
な
ら
、
自
発
生
的
成
長
過
程
は
う
ち
た
て
ら
れ
、
新
ら
し
い
生
産
物
の
販
売
の
成
長
は
か
か
る
成
長
過
程
に
依
り
説
明
さ
れ
る
。
之
は
デ
ュ
ー
セ
ン
ベ
リ
ー
の
理
論
で
特
に
「
ラ
チ
エ
ッ
ト
、
エ
フ
エ
タ
ト
」
　
（
鋸
状
効
果
）
と
し
て
景
気
変
動
の
説
明
に
利
用
さ
れ
る
著
し
い
特
色
と
い
え
よ
う
。
　
最
後
に
前
掲
デ
ヴ
イ
ス
の
研
究
は
特
に
デ
ュ
ー
セ
ン
ベ
リ
ー
の
モ
デ
ル
の
予
測
に
対
す
る
信
頼
性
を
一
九
五
一
年
の
指
数
に
つ
い
て
検
証
－
修
正
値
を
求
め
て
い
る
点
を
附
記
し
て
お
こ
う
。
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